
■Ａ プロデューサーズ・オフィスの人員構成
東京都、オートメーカー、小売、エンターテインメントより計10名

■Ｂ チャレンジ床の構成
方針立て

開発テーマへのイメージワーズ：

「エネルギー・フロンティア」

「ライフ・ディベロップメント」

「ハイアメニティ・ドリーム」

「エコロジー・ステージ」

「コミュニティ・ディベロップメント」

「ヒューマン・セレブレイション」

「エンターテインメント・フロンティア」

■Ｃ 訴求・販売資源

技術・ライセンス

民生商材・ライセンス

ソフトコンテンツ・ライセンス
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Smart City

東京の顔出しへの開発例

東京都運営

利用技術

―新しい小時代を牽引の 稼げる「東京プラザ（仮称）」 1500坪例 開発姿勢

「超党派政策会合」
試案作製： 鈴木浩二 総合プロデューサー

顧問： 石原信雄 元官房副長官

Revised in Jan. 2017 / Dec. 2016  取扱注意
試案 2020東京五輪の成功に向けた――

「東京の顔出しと 東京から始まる新しい小時代づくりのための
東京プロジェクト（「東京プラザ（仮称）」他） の具体化計画」

作業部会資料 （2016年12月6日／14日） 改訂

■Ｄ 事業の形態

「物販・サービス ビジネス」
「ショウ・ビジネス」
「参画型事業」（エデュテインメント含）
「エンターテインメント事業」

■Ｅ 新しいオートモールへの事業ゾーニング
「環境 」
エネルギー1 「エネルギーと車」
エネルギー2 「エネルギーと街・社会」
「スポーツ& アクティビティ」
「ウェルネス」

■Ｆ ショウ・ビジネス形態からの事業の構造化

例）
“オートサロン”

形態
“車と
楽しさ提供”
―車販社核

“エコ・プロダクツ”
形態

持続可能な
環境開発

“ゲーム・ショウ”
形態

“ツールと楽しさ
提供”―ＡＭ・エン
タメ事業者核

“ライセンス・ショウ”
形態
“ソフト・コンテンツ
保護とライセンス
販売”
コンテンツメーカー核

ＣＥＡＴＥＣ
形態

ＩＴ・通信事業者、
家電メーカー核


